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は
じ
め
に

わ
が
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的

な
供
給
を
目
指
す
た
め
、
石
油
系
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
多
種
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
移
行
す
る
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
動
き
は
、
低
炭
素
社
会
や
循
環
型

社
会
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
重
要
な

一

翼
を
担
っ
て
い
る
。
特
に
風
力
発
電
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
発
電

の
効
率
が
よ
い
こ
と
や
、
島
国
で
あ
る

日
本
は
風
を
受
け
る
海
岸
線
が
多
い
と

い
っ
た
点
で
、
導
入
が
期
待
さ
れ
て
い

る
発
電
方
式
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

一
方
で
、

風
車
の
ロ

l
タ
l
部
に
鳥
類
が
衝
突
す

る
バ

l
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
の
問
題
等
も
あ

り
、
希
少
な
鳥
類
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
懸
念
も
あ
る
。
ま
た
近
年
、
風
力

発
電
施
設
の
設
置
に
お
い
て
、
法
律
に

基
づ
く
環
境
影
響
評
価
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
影
響
予
測
手
法
お
よ
び
評

価
手
法
の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

当
社
で
は
、

二
O
一
四
年
よ
り
鳥
類

飛
期
経
路
の
追
跡
調
査
に
船
舶
用
レ
ー

ダ
ー
を
取
り
入
れ
て
情
報
収
集
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
風
力
発
電
事
業
に
適
し

た
立
地
が
多
数
存
在
す
る
、
北
海
道
並

び
に
東
北
地
方
に
て
、
希
少
猛
禽
類
を

中
心
と
し
た
渡
り
経
路
の
調
査
を
実
施

し
、
デ
ー
タ
解
析
を
行
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
当
社
が
取
り
組
ん

で
来
た

「自
然
と
人
の
共
生
に
向
け
た

情
報
収
集
」
の

一
つ
、
船
舶
用
レ
ー
ダ

ー
を
利
用
し
た
鳥
類
飛
期
経
路
の
追
跡

技
術
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

レ
ー
ダ
ー
技
術
と
は

船舶用レーダーと専用車

レ
ー
ダ
ー
と
は
、
発
射
さ
れ
た
電
磁

波
が
物
体
に
衝
突
し
て
戻
っ
て
く
る
反

射
波
を
検
出
す
る
こ
と
で
、
物
体
が
空

中
の
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
ダ
ー
の
波
は

線
状
の
ビ

l
ム
で
発
射
さ
れ
る
の
で
、

ア
ン
テ
ナ
を
三
六

O
度
回
転
さ
せ
て
空

間
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
こ
と
で
、
水
平
方

向
に
回
転
さ
せ
た
場
合
は
、
レ
ー
ダ
ー

が
届
く
方
向
に
つ
い
て
物
体
ま
で
の
距

離
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
鉛

直
方
向
に
回
転
さ
せ
た
場
合
は
、
物
体

の
位
置
す
る
高
さ
、
つ
ま
り
飛
ん
で
い

る
物
体
の
高
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
原
理
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
飛
刻
し
て
い
る
鳥
類
の
移
動
経

路
や
飛
刻
し
て
い
る
高
さ
の
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

本
来
、
レ
ー
ダ
ー
技
術
は
飛
行
機
や

船
舶
等
の
位
置
を
把
握
す
る
手
段
と
し

て
軍
事
目
的
か
ら
発
展
し
て
き
た
。
特

に
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
爆
音
や
肉

眼
に
頼
っ
て
い
た
移
動
物
体
の
位
置
確
認

手
法
が
レ
ー
ダ
ー
を
使
っ
た
追
跡
技
術
に

切
り
替
わ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
検
出
能
力

や
精
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
戦
略
や

戦
術
が
大
き
く
変
化
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
レ
ー
ダ
ー
が
飛
刻
す
る

鳥
類
を
検
出
す
る
こ
と
に
有
効
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
が
航
空
機
に

衝
突
す
る
バ

i
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
問
題
の
対

策
と
し
て
、
米
軍
に
よ
り
空
軍
基
地
で

活
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

当
社
で
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
カ

i
を
改
造
し
た
専
用
車
に
、

レ
ー
ダ
ー一

式
と
デ

1
タ
収
集
と
解
析
が

可
能
な
設
備
を
搭
載
し
、
全
国
、
ど
ん

な
場
所
で
も
調
査
が
行
え
る
体
制
を
備

え
て
い
る
。
ま
た
、
目
標
と
す
る
鳥
類

像
の
み
を
効
率
よ
く
抽
出
す
る
た
め
に
、

レ
ー
ダ
ー
が
鳥
類
に
ぶ
つ
か
り
反
射
し
た

波
と
、
そ
れ
以
外
と
を
ク
ラ
ッ
タ
l
ノ
イ

ズ

（地
面
や
海
面
、
雲
、
雨
等
）
と
し

て
除
外
し
た
画
像
を
解
析
に
用
い
て
い
る
。

当
社
の
実
績

二
O
一
五
年

一一

月
に
、
当
社
が
調

査
し
た
宮
島
沼
で
の
観
測
事
例
を
紹
介

す
る
。
｛
呂
島
沼
を
集
団
ね
ぐ
ら
に
し
て
、

周
辺
の
餌
場
を
往
来
す
る
ガ
ン
・
カ
モ
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類
の
日
周
行
動
を
調
査
し
た
。
宮
島
沼

は
札
幌
市
の
北
東
、
約
四
五
回
に
位
置

す
る
石
狩
川
の
河
跡
湖
で
、
面
積
は
約

四

一
M
の
ラ
ム
サ

l
ル
条
約
登
録
湿
地

で
あ
る
。
道
内
の
他
の
登
録
湖
沼
が
五

O
O
M以
上
も
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る

と
小
さ
な
湖
沼
で
あ
る
が
、
国
内
最
大

級
の
ガ
ン
・
カ
モ
類
の
渡
り
の
中
継
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
当
沼
の
西
側

は
丘
陵
地
帯
で
あ
り
、
石
狩
川
が
並
走

す
る
。

一
方
で
、
北
、
東
、
西
側
は
米

作
を
中
心
と
す
る
耕
作
地
が
広
が
り
、

農
閑
期
に
は
鳥
類
に
と
っ
て
絶
好
の
採

餌
環
境
と
な
る
。

我
々
は
沼
の
東
側

一
O
O
m
の
位
置

に
レ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、
連
続
二
日
間

観
測
を
実
施
し
た
。
一
日
目
は
ガ
ン
・

カ
モ
類
の
ね
ぐ
ら
立
ち
と
ね
ぐ
ら
入
り

> ぺ人， ~.－ c ・
t ,- ' 

t〆イ s .: 

f ‘d二

J 

ねぐら入りするガン・カモ類（宮島沼）

時
の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
時
間
帯
や

飛
期
経
路
お
よ
び
飛
刻
方
向
を
と
ら
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
現
地
の
早
朝

四
時
頃
は
霧
が
出
て
お
り
、
鳥
類
の
鳴

き
声
は
聞
こ
え
る
も
の
の
、
視
界
は
約

一
O
O
m
以
下
で
、
目
視
で
は
鳥
類
の

行
動
を
確
認
す
る
の
は
困
難
な
状
況
で

あ
っ
た
。
レ
ー
ダ
ー
の
ア
ン
テ
ナ
部
を

水
平
方
向
に
稼
働
さ
せ
、
半
径
二

・
五

凶
を
観
測
帯
と
し
た
。
レ
ー
ダ
ー
観
測

の
画
像
上
で
は
、
沼
が
ざ
わ
め
く
よ
う

な
画
像
が
見
ら
れ
、
鳥
類
が
動
き
出
し

た
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ

れ
ら
の
一
群
は
沼
の
上
空
を
旋
回
飛
朔

し
、
数
回
に
分
け
て
北
東
か
ら
南
西
方

面
に
向
け
て
飛
刻
す
る
状
況
を
と
ら
え

た。

二
日
目
は
飛
朔
高
度
の
変
化
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
ン
テ

ナ
部
を
東
西
方
向
に
鉛
直
に
回
転
さ
せ

て
デ

l
タ
を
収
集
し
た
。
夕
方
の
ね
ぐ

ら
入
り
で
は
、
鳥
類
の

一
群
は

一
五

O

m
以
下
の
高
度
で
侵
入
し
、
沼
か
ら
二

o
o
m付
近
で
急
に
高
度
を
下
げ
、
着

水
す
る
動
き
が
と
ら
え
ら
れ
た
。
こ
の

他
、
遠
方
か
ら
の
飛
来
個
体
は
沼
か
ら

約
三
五

O
m
の
高
度
で
侵
入
し
、
急
降

下
し
て
着
水
す
る
様
子
が
画
面
上
で
確

認
で
き
た
。
レ
ー
ダ
ー
を
用
い
て
観
察

す
る
こ
と
に
よ
り
、
肉
眼
で
は
と
ら
え

ら
れ
な
い
、
或
い
は
と
ら
え
が
た
い
時

把飛い問
握刻て帯
すのも（
る経、夜
こ路個聞
と・体）

が高のや
で度活状
き・動況
る速状下
。度況（

や霧
方 、）宮島沼で鳥類飛湖をとらえたレーダー画像（水平方向にアンテ

角移にナを回転）。

を動お Oで囲んだところが宮島沼。同心円の中心がレーダー設置個

所である。

鳥類の軌跡は点で表され、飛朔方向と速度を知ることができる。
鐙すと’
をる連
積情動の日基はいしににしな日河共
ん報さ技々盤環る、存なても常ゃに
でをせ術励の境こ自在っきの生海
い提なをん整調と然したたに活岸道
く供が取で備査もので半。すをで路
所 し ら り い に 会 現 景 い 面 人 る よのや
存て、入る貢社実観た、の社り防公
でい環れ。献とでが動こ暮会安災園
あく境、今すしあ損植れら資全等の

・るた保関後るてるな物まし本でが整
。め全連も業、。わがでがが、図備
にに技最務社当れ減身豊充快ら
研資術新に会社て少近か実適れ山

お
わ
り
に

わ
が
国
で
は
、
明
治
以
降
、
官
民
を

挙
げ
て
経
済
等
の
国
力
の
増
強
が
図
ら

れ
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
当
社
が
所
在

す
る
北
海
道
で
は
、
入
植
者
が
急
増
す

る
と
と
も
に
、
港
湾
や
道
路
網
が
整
備

さ
れ
、
農
林
水
産
業
や
炭
鉱
等
の
第
一

次
産
業
の
み
で
無
く
、
鉄
鋼
や
船
舶
産

業
等
の
製
造
や
製
品
の
運
搬
、
販
売
等

の
第
二
次
、
第
三
次
産
業
等
も
急
速
に

発
展
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
と
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平
山
明
・
ひ
ら
や
ま
あ
き
ら
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技
術
顧

問
、
技
術
士
（
建
設
部
門
）
、
博
士
（
理
学
）

一
九
五
一
年
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
大
学

の
水
産
土
木
学
教
室
で
砂
泥
底
の
ア
ン
カ
ー

パ
イ
ル
を
研
究
。
そ
の
後
、
大
学
院
で
は
藻

場
に
お
け
る
魚
類
と
付
着
動
物
の
関
係
性
、

ヨ
コ
エ
ビ
類
の
系
統
分
類
と
地
理
学
の
研
究

等
に
従
事
。
学
位
取
得
後
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
に
て
、
公
共
事
業
計
画
に
環
境

面
か
ら
配
慮
す
る
提
案
作
り
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。
二

O
一
五
年
か
ら
現
職
。
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